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令
和
元
年
第
３
回
定
例
会　

日
程　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

12
月
5
日
〔
木
〕
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
行
政
報
告
並
び
に
市
長
提
出
議
案
の

説
明

12
月
10
日
〔
火
〕
総
務
企
画
常
任
委
員
会

12
月
11
日
〔
水
〕
経
済
建
設
常
任
委
員
会

12
月
12
日
〔
木
〕
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

12
月
16
日
〔
月
〕
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　

議
会
改
革
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

12
月
17
日
〔
火
〕
一
般
質
問

　
　
　
　
　
　
　

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

12
月
18
日
〔
水
〕
一
般
質
問

12
月
20
日
〔
金
〕
本
会
議

　
　
　
　
　
　
　

・
総
務
企
画
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

・
経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
委
員
長
報
告

　
　
　
　
　
　
　

・
議
案
第
１
号
か
ら
第
18
号
質
疑
・
討

論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
請
願
第
01
ー
１
号
委
員
長
報
告
・
質

疑
・
討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

・
議
議
案
第
９
号
提
案
説
明
・
質
議
・

討
論
・
採
決

　
　
　
　
　
　
　

閉
会

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会

主な日程

○：議案等に対して賛成　　●：議案等に対して反対　　議：議長　　退：退席　　欠：欠席　　除：除斥

各議員の賛否が分かれた議案等

会
議
名

議員名

議案等

土
子　

勝
也

羽
成　

洋
一

鬼
澤　

治
男

髙
埜　

栄
治

井
川　

倫
士

亀
山　
　

彰

二
重
作 

茂
兵
衛

小
沼　
　

勝

根
嵜　
　

眞

水
上　

美
智
子

入
江　
　

晃

岩
間　

勝
栄

井
川　

茂
樹

米
川　

宗
司

山
口　
　

德

田
口　

清
一

堀
田　

正
衛

高
野　
　

衛

討　論
採
決
結
果

※議案等に
ついて

賛成 反対

第
３
回

定
例
会

第８号
鉾田市水道事業給水
条例の一部改正につ
いて

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ● 堀田　高野 可決

全会一致で可決された議案等

会議名 議　案　等

第
３
回
定
例
会

第１号 鉾田市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の制定について

第２号
地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に
関する条例の制定について

第３号 鉾田市職員の給与に関する条例等の一部改正について

第４号
鉾田市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につ
いて

第５号
鉾田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条
例の一部改正について

第６号 鉾田市災害弔慰金の支給等に関する条例等の一部改正について



3

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会　

概
要　

／　

提
出
さ
れ
た
議
案
と
審
議
結
果

　

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会
は
、
12
月
５
日
か
ら
12
月
20

日
ま
で
の
16
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

議
案
は
、
鉾
田
市
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
改
正
や
鉾
田
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

改
正
な
ど
の
条
例
案
や
、
令
和
元
年
度
各
会
計
の
補
正
予

算
案
、
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
な
ど
計
18
件
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
11
人
の
議
員
か
ら
通
告
が
あ
り
、
台
風

等
の
災
害
に
関
す
る
質
問
や
公
共
交
通
網
施
策
、
学
校
跡

地
の
利
活
用
、
農
業
振
興
対
策
、
豚
コ
レ
ラ
対
策
な
ど
の

質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

（
☞
５
ペ
ー
ジ
～
11
ペ
ー
ジ
）

　

常
任
委
員
会
は
、
総
務
企
画
常
任
委
員
会
及
び
経
済
建

設
常
任
委
員
会
で
所
管
事
務
調
査
が
、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
で
は
請
願
審
査
と
所
管
事
務
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

請
願
は
、
「
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を

求
め
る
請
願
」
が
提
出
さ
れ
、
付
託
さ
れ
た
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
ま
し
た
。 

（
☞
14
ペ
ー
ジ
）

　

今
定
例
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た
議
案
す
べ
て
が
可
決
さ

れ
、
請
願
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
か
ら
議
議
案
第
９
号
「
教

職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て
」
が
提
出
さ
れ
、
全
会

一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
☞
14
ペ
ー
ジ
）

全会一致で可決された議案等

概 　要

会議名 議　案　等

第
３
回
定
例
会

第７号 鉾田市水道事業の設置等に関する条例等の一部改正について

第９号 大洗、鉾田、水戸環境組合規約の変更について

第10号 大洗、鉾田、水戸環境組合の共同処理する事務の変更に伴う財産処分について

第11号 令和元年度鉾田市一般会計補正予算（第３号）

第12号 令和元年度鉾田市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

第13号 令和元年度鉾田市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

第14号 令和元年度鉾田市介護保険特別会計補正予算（第２号）

第15号 令和元年度鉾田市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

第16号 令和元年度鉾田市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）

第17号 令和元年度鉾田市水道事業会計補正予算（第２号）

第18号 鉾田市教育委員会委員の任命について

請願第
01-1号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意見書採択
を求める請願

議議案
第９号

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書の提出について
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注
目
議
案
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
「
市
内
の
水
道
料
金
を
統
一
」

　これまで旧町村区ごとで相違していた水道料金及び給水申込時の加入金を統一す

るもの。 施行期日　令和２年４月１日（水道料金は７月検針分より改正後の料金）

合併時の「サービスは高い水準に、料金などの負担は低い水準に統一する」という市民との約束に

反した内容になっている。市長はこのことについて認識はあるか。また、市長から水道料金の統一

について諮問された水道審議会では周知されたか。

合併時の内容は承知している。しかし、現在の水道事業の財政状況等を加味すると、高い水準に統

一しなければ経営が成り立たないのが現状。このことは、水道事業審議会でも説明している。

料金の引き上げにより、１世帯当たりの水道料金は月額でどのくらい上がる試算か。

月 20㎥使用した場合では、従来と比べ、１世帯当たり月額 300 円程度増加すると試算している。

県から供給を受けている水道水（以下、県水。）の価格の値下げ要望等には取り組んできたか。また、

県水を受水している自治体間で価格維持について協議されているか。

県水の価格は通常より低価格で購入しており、今後数年は現状の価格が約束されている。また、受

入れ価格については当然のことながら、上下水道事業の共同化や広域化についても模索しながら協

議を行ってる。可能な施策を取り入れ、市民に低価格でサービスが提供できるよう、県水の価格に

ついても引き続き要望していく。

主な質疑

問

問

問

答

答

答

議案第８号 鉾田市水道事業給水条例の一部改正について

市内の水道料金を統一可決

┰check

給水管の口径 給水申込加入金 基本料金〈水量10㎥〉 従量料金〈1㎥につき〉

13㎜ 120,000 円 (+    6,000 円 ) 1,850 円 (+150 円 )

10㎥を超え

30㎥まで

210 円

(+15 円 )

30㎥を

超えてから

220 円

(+10 円 )

20㎜ 150,000 円 (+    7,500 円 ) 1,950 円 (+150 円 )

25㎜ 240,000 円 (+  11,500 円 ) 2,050 円 (+  50 円 )

30㎜ 330,000 円 (+  16,000 円 ) 3,000 円 (+400 円 )

40㎜ 600,000 円 (+  29,000 円 ) 5,350 円 (+150 円 )

50㎜ 1,000,000 円 (+  57,500 円 ) 10,000 円

75㎜ 2,200,000 円 (+486,000 円 ) 20,000 円

100㎜ 4,400,000 円 33,000 円

なぜ、最も高かった大洋地区の料金に統一されるの

　水道料金の約 50% は、浄水場や水道管などを整備するために使われています。

　今後も、計画的に施設の建設や改良などを行うための資金を確保しなければなりません。

　しかし、人口減少や節水機器の普及などにより水道料金の収益は伸び悩んでいます。

　今後も数億円規模の工事が予定されており、安定的な水道事業の継続が危ぶまれる財政

状況です。また、利用者の負担は公平である必要があります。

　このため、市長が水道事業審議会に料金の統一について諮問（※１）し、審議された結果、

最も高かった旧大洋地区の料金に統一し経営健全化を図るよう答申（※２）がありました。

これを受けて市長が料金の改正を議会に提案しました。

※１諮問（しもん）　　有識者や一定の機関に意見を求めること。

※２答申（とうしん）　諮問を受けた事項について行政機関に意見を述べること。

【改正後の料金】 ※料金は税抜き、（　）は改正幅
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ここここがが聞きたい!!　一般質問聞きたい!!　一般質問

令
和
元
年
第
３
回
定
例
会　

こ
こ
が
聞
き
た
い
！
一
般
質
問

議員名 質問事項

髙埜　栄治

1

ひきこもりの実態把握に基づ

く、自立支援施策の早期取り組

みについて

2
優良事業の承継支援ならびに新

規産業導入の環境整備について

3

大災害時代の本市被害の軽減策

ならびに市民生活の安全安心対

策について

亀山　彰

1 茨城国体について

2
安心安全に暮らせる公共交通網

施策について

3 自然災害について

鬼澤　治男

1
大洋統合小学校の通学路の安全

性確保について

2
市街地活性化の取組みの現状に

ついて

米川　宗司

1
学校跡地と環境学習施設につい

て

2 道路整備について

3 文化財の保護、啓発について

4 旭総合支所について

水上美智子

1
高齢者の事故防止運転支援につ

いて

2 成年後見制度の利用について

3
災害時における避難所と備蓄品

について

4 大洋公民館について

5
児童生徒のインフルエンザの予

防について

入江　晃

1
台風被害の状況及び支援につい

て

2
台風 15 号における農業被害の

対応について

3 防犯カメラの設置について

4 SDGs の取組みについて

5
緊急時に対応するための広報に

ついて

6
幼児教育無償化に伴う対応につ

いて

議員名 質問事項

羽成　洋一

1 農業振興対策について

2
ともえ荘・ほっとパーク鉾田周

辺施設について

3 技術系職員について

４
国道 354 号の交通安全対策につ

いて

井川　倫士

1
未来志向の都市計画の核となる

庁舎等公共施設づくりについて

2

本市の地域コミュニティ醸成と

地域力向上によるまちづくりに

ついて

小沼　勝

1

スクールバス運行の安全性にか

かわる指導・国体応援バス接触

事故対応について

2

台風 15 号 ･19 号 ･21 号 ･ 豪雨

による市内被害状況と対応につ

いて

3
水鳥湿地観察所予定地の水没に

ついて

高野　衛

1 来年度の予算編成方針について

2 台風被害対策について

3
鉾田南小学校の駐車場などの対

策について

4 特養老人ホームについて

5 補聴器の助成について

6 豚コレラ対策について

土子　勝也
1 鉾田市農産物の販売等について

2 待機児童について

①鉾田市のホームページへアクセス

　「http://www.city.hokota.lg.jp」

②市ガイド内の「鉾田市議会」クリック

③「会議録」をクリック

　※今定例会の会議録は３月上旬頃公開予定です。

また、各議員のQRコードを読み込むことで、一

般質問の録画放送を再生できます。

検　索

一般質問とは？
議員が市政全般の現状や方針などを問うものです。

ここでは、一般質問を要約して掲載します！！

P6

P9

P9

P10

P10

P11

P6

P7

P7

P8

P8

鉾田市議会のホームページで
一般質問の会議録を公開しています!

| お知らせ || お知らせ |



6

一
般
質
問　

髙
埜
栄
治　

議
員　

／　

亀
山
彰　

議
員

で
あ
る
。

　

地
域
公
共
交
通
会

議
の
中
で
示
さ
れ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、

旭
地
区
在
住
の
方
々
は
、
日

常
的
な
買
い
物
や
病
院
へ
の

通
院
な
ど
は
水
戸
市
や
大
洗

町
へ
出
向
く
方
が
多
い
と
の

結
果
で
あ
る
。
タ
ク
シ
ー
事

業
者
の
空
白
地
帯
で
も
あ
る

旭
中
学
校
区
の
現
状
を
踏
ま

え
つ
つ
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー

事
業
者
だ
け
で
は
な
く
、
隣

接
市
町
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者

も
利
用
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

現
時
点
で
ひ
き
こ
も
り
に
関

す
る
実
態
調
査
は
予
定
し
て

い
な
い
。

　

デ
リ
ケ
ー
ト
な
課

題

で

は

あ

る

が
、

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る
法

令
や
本
市
条
例
で
も
当
事
者

の
同
意
あ
る
い
は
生
命
身
体
・

健
康
・
生
活
ま
た
は
財
産
の

保
護
を
目
的
と
す
れ
ば
取
り

扱
え
る
は
ず
。
早
急
な
実
態

把
握
と
施
策
に
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

で
、
鉾
田
北
中
学
校
区
に
お

い
て
申
込
者
66
名
で
３
５
１

枚
の
利
用
実
績
、
鉾
田
南
中

学
校
区
で
は
３
４
０
名
で
１
，

６
７
６
枚
、
旭
中
学
校
区
は

28
名
で
75
枚
、
大
洋
中
学
校

区
は
２
８
７
名
で
８
１
４
枚

で
あ
る
。
ま
た
旭
中
学
校
区

に
お
け
る
利
用
実
績
が
少
な

い
要
因
と
し
て
は
、
タ
ク
シ
ー

事
業
者
の
営
業
拠
点
が
な
い

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
詳

細
の
分
析
ま
で
至
っ
て
い
な

い
。　

仮
に
大
洗
町
か
ら

タ
ク
シ
ー
利
用
助

い
る
が
、
不
登
校
者
を
出
さ

な
い
事
前
の
指
導
に
も
取
り

組
み
た
い
。

　

高
等
学
校
進
学
後

の
ひ
き
こ
も
り
対

策
は
、
通
信
制
へ
の
転
学
を

も
ち
最
終
局
面
と
な
る
。
就

職
に
も
高
卒
資
格
は
欠
か
せ

ず
、
生
涯
学
習
の
一
環
と
し

て
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
対
策
の
支
援
も
含
め
、

支
援
体
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。

取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

　
【
教
育
部
長
】
現
在
取

り
組
ん
で
い
な
い
が
、

将
来
的
に
は
関
係
部
局
と
協

　

急
激
な
少
子
高
齢
化
が

進
む
鉾
田
市
に
お
い

て
、
交
通
弱
者
対
策
は
安
心

安
全
に
暮
ら
す
た
め
に
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。
そ
こ
で
高
齢

者
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

の
中
学
校
区
毎
の
申
込
状
況

と
利
用
実
績
を
伺
う
。
ま
た

令
和
元
年
９
月
ま
で
の
報
告

に
よ
る
と
、
旭
中
学
校
区
に

お
け
る
利
用
実
績
が
極
端
に

少
な
い
よ
う
だ
が
、
そ
の
要

因
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
令

和
元
年
10
月
末
の
集
計

　

ひ
き
こ
も
り
と
い
う
社

会
問
題
に
対
す
る
行
政

課
題
と
解
決
策
の
必
要
性
に

つ
い
て
市
長
、
教
育
長
の
認

識
を
伺
う
。

　
【
市
長
】
本
人
や
家
族

に
と
っ
て
も
不
安
な
状

況
に
置
か
れ
、
公
的
扶
助
費

の
増
大
や
労
働
力
減
少
に
つ

な
が
る
こ
と
は
社
会
的
経
済

的
損
失
で
も
あ
る
。
本
人
家

族
の
み
で
な
く
社
会
的
に
取

り
組
む
べ
き
課
題
と
認
識
し

て
い
る
。

　
【
教
育
長
】
不
登
校
者

に
は
各
種
対
応
を
し
て

成
券
を
使
用
し
て
鉾
田
市
内

の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
を
頼
む

と
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
メ

リ
ッ
ト
、
利
用
者
利
便
性
は

あ
ま
り
望
め
な
い
事
業
と
思

わ
れ
る
。
そ
も
そ
も
こ
の
事

業
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
事

業
化
し
た
の
か
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
公

共
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

の
中
の
提
言
を
踏
ま
え
、
元

年
度
よ
り
事
業
を
開
始
し
た
。

ま
た
鹿
行
地
域
に
お
い
て
、

潮
来
市
や
鹿
嶋
市
に
先
進
事

例
が
あ
り
、
特
に
潮
来
市
を

参
考
に
事
業
化
し
た
と
こ
ろ

力
を
図
り
な
が
ら
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。

　

８
０
５
０
問
題
は
、

本
市
で
も
多
く
の

該
当
世
帯
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
要
因
も
病
弱
、
パ
ラ
サ

イ
ト
シ
ン
グ
ル
等
様
々
で
あ

り
、
実
態
把
握
と
相
談
や
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
に
加
え
、
具

体
的
民
間
支
援
事
業
の
活
用

も
有
効
と
考
え
る
が
、
市
の

取
り
組
み
姿
勢
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
ひ

き
こ
も
り
を
知
ら
れ

た
く
な
い
家
族
が
い
る
の
で
、

答 答答

答

答答

問問

亀 山　 彰

高齢者タクシー
利用助成事業の
進捗と実
績は

髙 埜　 栄 治

ひきこもりの実
態把握と支援施
策を

※
８
０
５
０
問
題
…
…
80
代
の
高
齢
の

親
と
50
代
の
引
き
こ
も
り
の
子
が
同
居

す
る
家
族
に
お
け
る
問
題
の
こ
と
。

再
質
問

再
質
問

再
質
問

提
言

提
言
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一
般
質
問　

鬼
澤
治
男　

議
員　

／　

米
川
宗
司　

議
員

る
跨
線
橋
の
安
全
性
に
不
安

が
残
る
。
跨
線
橋
の
脇
に
人

道
橋
の
新
設
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
。
ま
た
各
自
治
体
で

は
限
ら
れ
た
道
幅
で
あ
っ
て

も
、
様
々
な
工
夫
を
行
い
な

が
ら
歩
道
空
間
を
設
け
て
い

る
事
例
が
多
く
あ
る
の
で
参

考
に
し
て
検
討
を
進
め
て
ほ

し
い
。

道
整
備
等
の
す
ぐ
に
対
応
が

で
き
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、

鉾
田
市
通
学
路
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
位
置
づ
け
、
関

係
部
署
や
関
係
機
関
と
問
題

点
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

　

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

の
具
体
的
な
事
業

計
画
を
伺
う
。
併
せ
て
鉄
道

東
側
の
児
童
は
跨
線
橋
を
越

え
て
通
学
す
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
跨
線
橋
の
安
全
性
に
多

く
の
不
安
が
残
る
。
市
の
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

　

大
洋
統
合
小
学
校
は

鹿
島
臨
海
鉄
道
に
隣

接
す
る
こ
と
か
ら
、
汲
上
地

区
、
上
沢
地
区
、
下
沢
地
区

な
ど
の
海
岸
線
方
面
の
児
童

は
跨
線
橋
を
越
え
て
通
学
す

る
こ
と
と
な
る
。
安
全
な
道

路
や
歩
道
の
設
置
、
並
び
に

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
等
の
路
面

表
示
の
設
置
に
つ
い
て
考
え

を
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
ス
ク
ー

ル
ゾ
ー
ン
の
設
置
な

ど
早
急
に
対
応
で
き
る
も
の

は
積
極
的
に
対
応
す
る
。
歩

　
【
教
育
部
長
】
跨
線
橋

な
ど
ハ
ー
ド
面
に
つ

い
て
、
早
急
な
改
善
は
図
れ

な
い
が
、
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン

等
の
表
示
に
つ
い
て
は
、
通

学
路
が
決
定
し
だ
い
検
討
を

進
め
て
い
く
。
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー

ン
の
表
示
は
学
校
か
ら
半
径

５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
が

基
本
と
な
り
、
そ
れ
以
外
の

場
所
に
つ
い
て
は
学
童
注
意

等
の
表
示
を
行
い
な
が
ら
安

全
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

登
下
校
時
に
多
く

の
児
童
が
集
中
す

図
る
た
め
の
社
会
教
育
団
体

の
活
動
拠
点
、
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
競
技
の
拠
点
と
し
て
、
社

会
教
育
複
合
施
設
の
整
備
を

計
画
し
て
い
る
。

　

こ
の
整
備
計
画
は
、

い
つ
ご
ろ
か
ら
進

め
る
つ
も
り
な
の
か
。

　
【
教
育
部
長
】
令
和
２

年
度
か
ら
の
整
備
に
向

け
て
、
当
該
予
算
を
要
望
し
て

い
く
。
順
調
に
進
め
ば
３
年
度

か
ら
開
所
し
て
い
き
た
い
。

　

鉾
田
南
小
学
校
が
開

校
し
、
鉾
田
地
区
内

の
12
小
学
校
が
２
つ
の
小
学

校
に
統
合
さ
れ
、
よ
り
よ
い

学
習
環
境
が
整
っ
た
訳
だ
が
、

閉
校
し
た
12
小
学
校
の
跡
地

の
利
用
計
画
と
進
捗
状
況
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
小
学
校

区
ご
と
の
区
長
に
利

活
用
計
画
の
た
た
き
台
を
説

明
し
、
意
見
を
聞
き
取
り
計

画
の
素
案
を
作
成
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。
今
後
は
、
市
民

に
対
し
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
く
。
そ
の

後
、
計
画
が
正
式
と
な
っ
た

際
に
は
、
公
共
的
利
活
用
の

学
校
跡
地
は
次
年
度
か
ら
の

事
業
着
手
を
進
め
る
と
と
も

に
、
一
方
、
民
間
事
業
者
に

よ
る
利
活
用
と
な
る
学
校
跡

地
に
つ
い
て
は
、
一
般
公
募

等
を
進
め
て
い
く
。

　

あ
け
ぼ
の
館
や
エ
コ

ハ
ウ
ス
な
ど
の
展
示

施
設
は
手
狭
で
十
分
な
ス

ペ
ー
ス
も
な
く
利
用
者
な
ど

へ
の
利
便
性
の
面
で
配
慮
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
市
の
考

再
質
問

え
は
。

　
【
教
育
部
長
】
社
会
教

育
施
設
等
の
使
用
状

況
は
、
施
設
が
分
散
し
て
い

る
こ
と
か
ら
適
切
な
配
置
又

は
利
用
形
態
と
は
言
い
が
た

い
。
今
後
の
整
備
方
針
で
は
、

旧
徳
宿
小
学
校
を
活
用
し
、

歴
史
民
俗
資
料
館
機
能
と
し

て
の
あ
け
ぼ
の
館
や
分
散
す

る
文
化
財
の
集
約
、
学
習
環

境
の
整
備
と
し
て
エ
コ
ハ
ウ

ス
内
の
す
ず
ら
ん
ル
ー
ム
や

旭
幼
稚
園
内
に
あ
る
言
葉
の

教
室
の
移
設
、
文
化
振
興
を

答

答

答

答

答

問問

問

鬼 澤　 治 男

大洋統合小学校
の通学路の安全
確保

米 川　 宗 司

小学校跡地と社
会教育施設の計
画と進捗
は

再
質
問

提
言
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一
般
質
問　

水
上
美
智
子　

議
員　

／　

入
江
晃　

議
員

　

災
害
時
に
お
け
る
避

難
所
の
様
々
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
で
き
う
る
備
蓄
品

を
備
え
て
い
る
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
中
に
２
０
１
９
年

３
月
か
ら
国
内
で
販
売
が
開

始
さ
れ
た
乳
幼
児
用
液
体
ミ

ル
ク
と
床
に
直
接
座
る
際
な

ど
に
敷
く
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト
を

備
蓄
品
と
し
て
購
入
す
る
考

え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
市
で
は

避
難
者
１
，
０
０
０

人
に
対
す
る
３
日
分
の
食
料

　

被
災
を
受
け
た
農
業

者
に
対
す
る
営
農
再

開
に
向
け
た
国
・
県
・
市
そ

れ
ぞ
れ
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
つ

な
ぎ
融
資
を
活
用
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
県
と
市
で

系
統
農
業
災
害
資
金
の
利
子

助
成
を
実
施
し
無
利
子
化
す

る
と
と
も
に
、
被
害
が
大
き
い

パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
等
は
要
望
調

査
を
実
施
し
つ
つ
、
国
補
助
事

業
に
よ
り
支
援
す
る
。
農
地

や
土
地
改
良
施
設
等
の
復
旧

を
目
標
値
と
し
て
備
蓄
し
て

い
る
。
質
問
の
液
体
ミ
ル
ク

の
賞
味
期
限
は
、
粉
ミ
ル
ク

の
３
年
に
比
べ
６
か
月
か
ら

１
年
と
短
く
、
購
入
単
価
は

粉
ミ
ル
ク
の
５
倍
以
上
と
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
判
断

し
て
も
、
非
常
時
の
備
蓄
品

と
す
る
対
応
は
難
し
い
と
考

え
る
。
次
に
ア
ル
ミ
マ
ッ
ト

に
つ
い
て
は
、
長
期
間
の
避

難
生
活
に
な
っ
た
場
合
、
ア

ル
ミ
マ
ッ
ト
は
効
果
的
な
も

の
な
の
だ
と
思
う
が
、
現
状
、

段
ボ
ー
ル
マ
ッ
ト
を
備
蓄
し

に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
金
と

地
方
財
政
措
置
制
度
を
活
用

し
復
旧
を
図
っ
て
い
く
。

　

被
災
者
支
援
に
係
る

事
務
手
続
き
が
非
常

に
煩は

ん

ざ

つ雑
で
苦
情
の
声
が
多

か
っ
た
と
聞
く
。
申
請
者
の

人
数
及
び
対
応
し
た
職
員
人

数
、
周
知
方
法
、
申
請
期
間

が
適
正
で
あ
っ
た
の
か
市
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
６

日
間
の
申
請
期
間
を

設
け
、
申
請
者
人
数
は
延
べ

５
３
４
名
で
、
８
名
か
ら
11

て
い
る
。
他
に
も
様
々
な
用

途
の
敷
材
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

優
先
順
位
を
定
め
な
が
ら
、

順
次
に
整
備
を
進
め
て
い
き

た
い
。

　

新
聞
報
道
に
よ
る

と
、
液
体
ミ
ル
ク

は
常
温
で
飲
む
こ
と
の
で
き

る
利
便
性
か
ら
、
災
害
時
に

活
躍
す
る
こ
と
が
大
い
に
期

待
で
き
る
と
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
既
に
水
戸
市
で
は
約
１
，

０
０
０
本
を
備
蓄
し
て
い
る

と
聞
く
。
本
市
は
、
水
戸
市

ほ
ど
の
出
生
は
な
い
こ
と
か

名
の
産
業
経
済
課
職
員
が
対

応
し
た
。
周
知
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
認
定
農

業
者
メ
ー
ル
、
任
意
組
合
へ

の
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
両
Ｊ
Ａ
か

ら
組
合
員
へ
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
し

た
。
ま
た
手
続
き
が
煩は

ん

ざ

つ雑
で

不
満
も
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
が
、
税
金
を
原
資
と

す
る
以
上
、
災
害
と
言
え
ど

も
然し

か

る
べ
き
手
続
き
を
踏
ん

で
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
。

ら
、
備
蓄
す
る
本
数
は
抑
え

ら
れ
多
額
の
予
算
は
掛
か
ら

な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

再
度
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
液
体
ミ

ル
ク
の
利
便
性
は
た

い
へ
ん
評
価
で
き
る
が
、
金

額
も
高
額
で
賞
味
期
限
が
短

い
点
や
栄
養
価
が
粉
ミ
ル
ク

と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
こ
と

な
ど
を
踏
ま
え
る
と
、
非
常

時
の
備
蓄
品
と
し
て
粉
ミ
ル

ク
で
も
十
分
に
賄
え
る
の
で

は
と
考
え
る
。

　

市
長
を
始
め
職
員

の
努
力
は
理
解
し

て
い
る
が
、
受
付
を
済
ま
せ

て
か
ら
申
請
手
続
き
ま
で
に

数
時
間
も
待
た
さ
れ
た
と
の

農
家
の
声
を
聞
く
。
受
付
か

ら
申
請
手
続
き
ま
で
を
円
滑

に
進
め
る
よ
う
必
要
な
気
配

り
は
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
事

前
に
用
意
す
る
申
請

書
類
の
周
知
に
課
題
は
あ
る
。

今
後
の
災
害
に
備
え
、
同
じ

轍て

つ

を
踏
ま
な
い
よ
う
必
要
な

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

答答

答

答答

問問

問

再
質
問

再
質
問

水上　美智子

災害時の備蓄品
に乳幼児用液体
ミルクを

入 江　 晃

台風15号にお
ける農業被害の
対応は
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一
般
質
問　

羽
成
洋
一　

議
員　

／　

井
川
倫
士　

議
員

う
。
簡
易
な
修
繕
は
行
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
そ
も
そ
も
無

駄
遣
い
で
は
な
い
か
。
簡
易

修
繕
の
み
で
雨
漏
り
を
放
置

し
て
お
く
と
、
被
害
は
広
が
り

無
駄
な
費
用
を
費
や
す
こ
と

と
な
る
。
見
解
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
雨

漏
り
に
対
す
る
認
識
が

不
足
し
て
い
た
。
現
在
雨
漏

り
を
全
体
的
に
修
繕
す
べ
く

劣
化
度
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
対

応
し
た
い
。

　

と
も
え
荘
の
隣
に

は
、
同
じ
入
浴
施

　

と
も
え
荘
施
設
内
部
の

雨
漏
り
の
現
状
と
今
後

の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
雨

漏
り
は
数
年
前
よ
り

把
握
し
て
い
た
が
施
設
運
営

に
大
き
な
支
障
が
な
い
た
め
、

他
箇
所
の
修
繕
を
優
先
し
た
。

２
年
度
予
算
に
計
上
し
修
繕

に
あ
た
り
た
い
。

　

雨
漏
り
を
確
認
し

た
が
、
天
井
が
剥
れ

落
ち
通
路
に
水
溜
り
が
で
き

る
状
況
で
あ
る
。
お
そ
ら
く

施
設
担
当
者
は
以
前
か
ら
報

告
を
上
げ
て
い
た
も
の
と
思

　

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
選
択
と
集
中
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
重
要
で

あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
庁
舎

等
公
共
施
設
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
次
の
２
案
を
含
め

議
論
を
深
め
て
い
き
た
い
。

（
案
１
）
県
合
同
庁
舎
を
含
め

た
エ
リ
ア
と
市
街
地
再
開
発

に
よ
る
一
体
的
な
建
て
替
え
、

（
案
２
）
公
共
交
通
再
編
や
都

市
計
画
見
直
し
に
基
づ
く
新

鉾
田
駅
周
辺
へ
の
建
て
替
え
。

こ
れ
ら
の
案
を
含
め
庁
舎
等

建
て
替
え
の
市
の
考
え
方
を

伺
う
。

　
【
総
務
部
長
】
庁
舎
等

公
共
施
設
建
設
に
つ

い
て
は
、
様
々
な
面
か
ら
意

見
を
聴
取
し
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
精
査
し
て
検

討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

ど
の
案
で
あ
っ
て

も
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
は
当
然
あ
る
も
の

と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
の
本

市
の
施
設
立
地
に
つ
い
て
感

じ
る
の
は
、
用
地
取
得
の
点

ば
か
り
が
前
面
に
で
て
お
り
、

設
を
有
す
る
ほ
っ
と
パ
ー
ク

鉾
田
が
あ
る
が
、
市
は
今
後
、

と
も
え
荘
を
ど
の
よ
う
な
考

え
の
も
と
改
修
を
行
う
つ
も

の
り
な
の
か
。

　
【
市
長
】
私
も
、
と
も

え
荘
の
現
状
は
確
認
し

た
。
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ほ
っ
と
パ
ー
ク
鉾
田

付
帯
施
設
の
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
場
及
び
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
利
用
状
況
と
今
後
の

取
組
み
を
伺
う
。

　
【
健
康
福
祉
部
長
】
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
場
は
４
月

こ
の
副
次
的
要
素
を
、
ま
る

で
最
重
要
要
素
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
と
感
じ
る
。
本
来

は
、
市
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を

考
え
た
と
き
に
理
想
的
な
場

所
は
ど
こ
な
の
か
、
こ
の
点

を
第
一
義
で
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
の
中
で
課
題

や
障
害
を
ど
の
よ
う
に
取
り

除
い
て
い
く
か
、
時
間
を
掛

け
て
協
議
し
、
計
画
の
作
成

や
交
渉
な
ど
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
な
い
か
。

そ
の
た
め
、
前
段
で
あ
る
都

市
計
画
や
公
共
施
設
個
別
計

か
ら
９
月
に
利
用
が
集
中
し
、

Ｇ
Ｗ
や
夏
季
の
休
日
は
予
約

で
埋
ま
る
状
況
で
あ
る
。
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
は
天
候
の
影
響

を
受
け
や
す
く
、
前
年
比
で

は
減
少
し
て
い
る
。
今
後
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ
を

強
化
し
、
新
規
利
用
者
獲
得

に
繋
げ
た
い
。

　

と
っ
ぷ
さ
ん
て
大

洋
の
宿
泊
施
設
の

利
用
者
も
増
え
て
い
る
と
聞

く
。
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
を
絞
っ

て
利
用
者
増
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

画
の
見
直
し
の
時
期
を
迎
え

て
い
る
今
か
ら
議
論
を
進
め

て
、
来
年
か
遅
く
と
も
再
来

年
に
は
、
庁
舎
等
建
設
に
向

け
て
の
庁
内
協
議
が
始
ま
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

　
【
市
長
】
早
め
に
検
討

委
員
会
を
設
置
し
た

い
と
考
え
る
。

　

ぜ

ひ

前

向

き

に
、

早
く
議
論
を
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

答

答答

答

答 問

問

問

答

再
質
問

提
言

ともえ荘の雨漏り対
策、ほっとパーク鉾田
付帯施設利用
状況は

羽 成　 洋 一井 川　 倫 士

都市計画の核となる
未来志向の庁舎等公
共施設建設
に向けて

再
質
問

再
質
問

提
言
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一
般
質
問　

小
沼
勝　

議
員　

／　

高
野
衛　

議
員

　
【
市
長
】
大
谷
川
の
対

策
に
つ
い
て
、
管
理
す

る
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
当

面
の
対
策
と
し
て
大
谷
川
の

堰せ

き

前
後
の
河
道
掘
削
及
び
堤

防
の
樹
木
伐
採
を
含
め
た
除

草
に
向
け
、
２
年
度
の
予
算

で
要
求
す
る
と
聞
い
て
い
る
。

ま
た
市
と
し
て
、
地
元
の
要
望

を
実
施
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
県
と
の
調
整
を
図
る
と
と

も
に
、
家
屋
周
辺
護
岸
の
不
連

続
箇
所
に
つ
い
て
、
対
策
を
講

じ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

現
在
の
土
量
は
暫
定
的
な
も

の
で
、
実
際
の
整
備
の
際
に

足
り
な
い
と
き
は
土
砂
を
搬

入
し
て
い
き
た
い
。

　

現
地
は
、
ホ
オ
ジ

ロ
、

ホ

オ

ア

カ
、

ヒ
ヌ
マ
イ
ト
ト
ン
ボ
の
生
息

地
で
も
あ
る
。
繁
殖
期
を
避

け
て
進
め
て
ほ
し
い
。

　

大
谷
川
河
口
付
近
の

住
宅
冠
水
被
害
を
受

け
、
住
宅
側
堤
防
の
嵩
上
げ

や
水
門
等
の
整
備
に
つ
い
て

市
の
考
え
は
。

　

土
砂
搬
入
を
終
え
た

水
鳥
湿
地
セ
ン
タ
ー

予
定
地
が
、
台
風
19
号
に
よ

り
水
没
し
た
。
今
後
、
土
砂

等
に
よ
る
嵩

か

さ

上
げ
が
必
要
と

思
わ
れ
る
が
市
の
考
え
は
。

併
せ
て
整
備
後
の
運
営
方
法

に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
市
長
】
鉾
田
市
と
茨

城
町
に
役
割
を
分
け

て
施
設
を
整
備
す
る
予
定
で
、

現
在
、
地
元
の
方
々
の
意
見

や
要
望
を
取
り
ま
と
め
て
い

る
。
ま
た
水
没
し
た
水
鳥
湿

地
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
公
園
施

設
に
つ
い
て
は
、
台
風
被
害

の
状
況
を
踏
ま
え
、
地
盤
の

高
さ
や
排
水
対
策
な
ど
に
配

慮
し
た
施
設
整
備
を
行
う
。

整
備
後
の
運
営
に
つ
い
て
は
、

地
元
の
方
々
の
意
見
を
参
考

に
検
討
し
た
い
。

　

総
務
企
画
常
任
委

員
会
で
現
地
を
確

認
し
た
が
、
現
在
の
盛
り
土

量
で
土
砂
は
足
り
て
い
る
と

考
え
て
い
る
か
。

　
【
市
民
部
長
】
今
後
の

基
本
設
計
の
中
で
地

盤
の
高
さ
が
決
ま
っ
て
く
る
。

　

保
護
者
か
ら
、
運
動
会

に
お
け
る
駐
車
場
と
観

客
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
に
関
し

て
数
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

て
い
る
。
用
地
を
購
入
す
る

な
ど
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
鉾
田

南
小
の
駐
車
場
は
、

２
０
０
台
程
と
な
っ
て
い
る

が
、
開
校
後
の
入
学
式
等
の

式
典
や
行
事
は
大
き
な
支
障

な
く
運
営
で
き
た
も
の
と
考

え
て
い
る
。
相
当
数
が
必
要

と
な
る
運
動
会
で
は
、
近
隣

に
駐
車
場
を
確
保
し
て
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
た
。
観

覧
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

入
れ
替
り
で
の
観
戦
や
個
人

の
テ
ン
ト
を
設
置
し
な
い
等

の
申
し
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

今
後
も
学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連

携
を
図
り
、
柔
軟
に
対
応
し

た
い
。

　

な
お
、
学
校
敷
地
外
に
駐

車
場
の
確
保
が
必
要
と
判
断

さ
れ
る
の
は
運
動
会
等
の
年

間
数
日
の
た
め
、
今
後
も
協

力
を
お
願
い
し
、
駐
車
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
に
向
け
て
模
索
し

て
い
き
た
い
。

　

小
学
校
前
の
県
道
に
も

保
護
者
の
自
動
車
は
入

れ
ず
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
足

り
な
か
っ
た
と
聞
く
。
こ
れ

で
は
、
祖
父
母
な
ど
は
行
か

な
か
っ
た
方
も
多
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
保
護
者
か
ら

は
運
動
公
園
を
会
場
に
と
の

声
も
あ
が
っ
て
い
る
が
、
考

え
を
伺
う
。

　
【
教
育
部
長
】
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
を
５
台
運
行

し
、
朝
晩
以
外
は
余
裕
が
あ
っ

た
と
確
認
し
て
い
る
。

　

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

有
効
回
答
数
４
５
０
の
う
ち
、

会
場
に
つ
い
て
は
、「
満
足
」

や
「
や
や
満
足
」
が
59
・
１
％
、

「
不
満
」
が
40
・
９
％
で
、
６

割
程
が
現
在
の
場
所
に
ほ
ぼ

満
足
で
あ
る
と
の
結
果
だ
っ

た
。
入
れ
替
え
で
の
観
戦
に

つ
い
て
も
、
同
様
に
約
６
割

が
「
満
足
」
や
「
や
や
満
足
」

と
回
答
し
て
い
る
。
し
か
し
、

少
し
で
も
解
決
が
図
れ
る
よ

う
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

不
満
の
声
も
相
当

数
あ
る
の
で
、
皆

さ
ん
が
喜
ん
で
運
動
会
に
参

加
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

問

問

問

問

答

答

答

答

答

鉾田南小学校の
駐車場対策

高 野　 衛 小 沼　 勝

水鳥湿地センター予定
地水没と大谷川河口付
近の住宅冠水
の対策は

再
質
問

提
言

提
言
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一
般
質
問　

土
子
勝
也　

議
員　

／　

本
会
議
中
継
の
案
内

　

サ
ツ
マ
イ
モ
や
メ
ロ

ン
な
ど
、
日
本
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
鉾
田
市
産
農
産

物
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
伺
う
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
現

在
は
、
従
来
の
ラ
ジ

オ
や
新
聞
等
に
加
え
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
映
画
館
で
の
シ
ネ
ア
ド

広
告
、
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
多

様
な
媒
体
と
情
報
発
信
ツ
ー

ル
を
活
用
し
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

併
せ
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
拡
散

を
狙
っ
た
有
名
料
理
店
や
商

業
施
設
等
で
の
鉾
田
市
フ
ェ

ア
の
開
催
、
大
手
百
貨
店
で

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
、
鉾
田

大
使
カ
ミ
ナ
リ
を
起
用
し
た

Ｐ
Ｒ
動
画
な
ど
、
関
係
機
関

と
連
携
し
て
本
市
農
産
物
の

付
加
価
値
向
上
及
び
新
た
な

需
要
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

　

首
都
圏
だ
け
で
は
な

く
、
茨
城
空
港
を
活

用
し
て
、
就
航
先
で
の
物
産

販
売
を
行
う
考
え
は
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】
市

と
し
て
や
る
べ
き
こ

と
は
、
ほ
か
の
農
産
物
と
比

べ
て
ど
う
優
れ
て
い
る
の
か
、

ど
う
違
う
の
か
、
そ
う
い
っ

た
と
こ
ろ
を
一
生
懸
命
訴
え

て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
ま
ず
は
人
口
集
中
地
帯

で
あ
る
首
都
圏
を
軸
に
、
既

存
の
物
流
に
う
ま
く
乗
せ
て

販
売
を
で
き
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
し
て
い
き
た
い
。

　

メ
ロ
ン
の
な
い
今

の
季
節
も
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
メ
ロ
ン

の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
流
さ
れ
て
い

る
。
鉾
田
市
は
、
四
季
を
通

じ
て
様
々
な
野
菜
が
で
き
る

一
番
い
い
場
所
だ
と
思
う
。

四
季
を
折
り
ま
ぜ
て
、
鉾
田

市
に
は
こ
ん
な
も
の
が
あ
る

ん
だ
と
い
う
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
【
産
業
経
済
部
長
】　

ま
ず
は
消
費
者
の
印

象
に
残
る
よ
う
、
メ
ロ
ン
を

中
心
に
据
え
た
Ｐ
Ｒ
戦
略
と

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　

メ
ロ
ン
を
起
爆
剤
に

し
て
全
国
に
と
い
う

発
想
は
い
い
と
思
う
が
、
冬
に

は
い
ち
ご
、
秋
に
は
今
売
り
上

げ
が
伸
び
て
い
る
サ
ツ
マ
イ
モ

な
ど
も
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
。

問

問

答

答

答

土 子　 勝 也

鉾田市産農産物
の販売とＰＲ戦
略

再
質
問

提
言

いつでも！どこでも！

開かれた議会へ

　一般質問や採決などの本会議の様子

は、インターネットを使用した生中継

や録画配信を行っています。

ぜひご覧ください！

〈視聴方法〉

※令和２年４月１日から、議会中継のリ

ンクのアドレスが変更になります。

「お気に入り」やデスクトップなどに登

録されている方は、４月１日以降に変更

をお願いします。

ホームページ内

「議会中継」を

クリック

「ライブ中継」

・

「最新の録画を見る」

から選択してご覧く

ださい

※ライブ中継は本会議当

日のみ。

検　索

はじめに、鉾田市議会を

検索

▼

▼

議会映像配信
| お知らせ || お知らせ |
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動
〔
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和
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鉾
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議
会
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員
視
察
研
修
〕

委　員　会　活　動

　山鹿市は、新庁舎建設に併せて、併設の市民

交流センターを整備しています。

　新庁舎は、市民の利便性に配慮した窓口配置

がなされ、防災拠点機能として 72 時間稼働可

能な非常用発電設備などを備えて建設されまし

た。

　併設する市民交流センターには、410 人が収

容できる文化ホールや最大 140 名を収容できる

大会議室、和室や調理室、69,000 冊を収める

図書館などが整備されています。

　庁舎と市民交流センターが併設され、国県の

行政機関も隣接していることから、まちの核と

なるエリアが形成され、公共施設の集約化がま

ちの活性化に大きな役割を果たし、市民の利便

性の向上に寄与していると感じました。

　鹿島市では、産業活性化の核となる拠点施設

として「海道しるべ」を整備し、６次産業化の

取り組みを推進しています。

　この施設では、加工研究用の設備が設置され、

農水産物を使用した特産品の開発やテスト販売

を行っており、観光資源としても活用されてい

ます。

　６次産業化は、農水産物を生産者自らが加工

して販売することで利益を高める取り組みです

が、商品開発には多額の設備投資が必要で、二

の足を踏む生産者が多いのが現状です。行政が

商品開発を支援し、生産者をフォローする体制

づくりは、農作物の生産に特化してきた本市の

産業にも有効な手段になると感じました。

佐賀県
鹿島市

６次産業化を支援する「海
み ち

道しるべ」

産業活性化の核に

　荒尾干潟水鳥・湿地センターは、平成 24 年

にラムサール条約湿地に登録された荒尾干潟の

拠点施設です。

　ラムサール条約登録湿地である涸沼でも水

鳥・湿地センター整備計画が進んでおり、この

施設を参考に、市民や来場者に自然環境の重要

性を認識していただける施設整備に向け議会か

ら意見を発信していきます。

熊本県
荒尾市

干潟水鳥・湿地センターを整備

生涯学習の核に

熊本県
山鹿市

庁舎と市民交流センターを併設

まちの活性化の核に

令和元年度鉾田市議会議員視察研修 （令和元年10月16日～ 10月18日）

本年度は、３つの常任委員会が合同で視察研修を実施しました。

鉾田市の“産業”と“まち”の活性化に向けて！

荒尾干潟水鳥・湿地センターの視察

６次産業化と農商工連携の取り組み、市民交流センターを併設した庁舎建設事業、
水鳥・湿地センター整備について調査研究する。

視察目的
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委
員
会
活
動
〔
議
会
広
報
編
集
委
員
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察
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修
〕

委　員　会　活　動

　利府町議会の発行する「りふ議会だより」は、

紙面が文章（文字）40％、見出しと写真 40％、

余白 20％を目安に構成され、余白を効果的に

設けることで、余裕のある見やすい紙面となっ

ています。

　また、特徴的な記事として、“ 追跡レポート ”

を掲載しています。これは、一般質問に何度も

取り上げられているような事業や要望が町政に

どのように反映されているか追跡する記事で、

事業の進捗などがわかりやすく掲載されていま

す。このような内容は住民の関心を引き付ける

ことのできる内容であろうと感じました。

　川崎町議会の発行する「議会情報便カワサキ」

は、 “ 読んでもらえる ” ではなく、“ 見てもらえ

る ” 紙面を目指しています。

　紙面には、町内の移住者や農業後継者、起業

者などにインタビューし紹介する記事や、毎年

議会広報に関するアンケートが実施され掲載さ

れているのが大きな特徴です。

　アンケートは、各編集委員が学校や商店など

に出向き、直接インタビュー形式で実施してい

ます。調査した方の 55％以上が毎回議会だよ

りを読んでいると回答しており、委員自らが足

を運んで町民とコミュニケーションをとりなが

ら広報が作られている成果だと感じ、大変参考

になりました。

宮城県
川崎町

住民とともにつくる

“見てもらえる”議会だより

宮城県
利府町

住民の関心を高める

“見やすい”紙面づくり

議会広報編集委員会視察研修 （令和元年10月30日～ 10月31日）

ほこた市議会だよりも

“手に取って”“見てもらえる”広報を目指します！

「議会情報便　カワサキ」 「りふ議会だより」

議会広報コンクールで毎年上位に入賞し評価の高い議会だよりの編集方法やスケ
ジュール、特徴的な記事づくりを研究する。

視察目的
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請
願
審
査
報
告　

／　

請
願
の
提
出
に
つ
い
て

請　願　審　査

請願第01-1号
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のた

めの政府予算に係る意見書採択を求める請願採択

【請願内容】

　本請願は，学校現場における子どもたちの豊かな学びを実現するためには，教職員の定数改善と教材研究及

び授業準備の時間を十分に確保することが必要であることから、きめ細やかな教育の実現にむけた少人数学級

の推進、子どもたちの教育機会の均等と水準の維持向上を図るため、義務教育費国庫負担制

度を堅持することについて、国の関係機関へ意見書の提出を求める内容です。

【審査経過】

　本請願は、厚生文教常任委員会に付託され、参考人の出席を求めて審査しました。審査に

おいては、教育現場において、英語教育やプログラミング教育が導入されるなど学習指導要領が変化していく

中にあって、教育費は維持される必要があるとの意見や、教育の質の担保のためにも定数改善を求める本請願

の趣旨に賛同するなどの意見があり、請願趣旨は妥当であるとして、全会一致で採択となりました。

国に対する意見書国に対する意見書

教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持を求める意見書（※一部抜粋）

　学校現場における課題が複雑化・困難化する中で子どもたちのゆたかな学びを実現するためには、教材研究

や授業準備の時間を十分に確保することが不可欠です。

　明日の日本を担う子どもたちを育む学校現場において、教職員の長時間労働を是正するためにも教職員定数

改善は欠かせません。教職員の働き方改革の取組みを加速することと、地方自治体が計画的に教育行政を進め

ることができるようにするために、下記の措置を講じられるよう強く要請します。

記

１．計画的な少人数学級の推進により教職員定数改善をはかること。

２．教育の機会均等と水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度を堅持すること。

行政に対する市民の意見・要望等について、年齢や国籍な

どに関わらず、どなたでも、市議会に対し請願・陳情を行

うことができます。

●提出方法　決められた様式はありません。見本を参照し、

鉾田市議会議長宛てに提出してください。

●受　　付　議会事務局で随時受け付けていますが、原則

として定例会開会予定日の８日前までに提出

されたものを、その定例会で取り扱います。

　　　　　　それ以降に提出されたものは、次の定例会に

付議されます。

●要　　件　「請願」は１名以上の紹介議員の署名または

記名押印が必要です。

請願・陳情を受理しています
（表　　　　紙）

令和　年　月　日

鉾田市議会議長　　様

　　　　　　紹介議員　氏名　　　印

　　　　　　※陳情の場合不要

○○○に関する請願（陳情）書

　　　　　　請願者　住所

　　　　　　（陳情）氏名　　　　 印

※請願者が複数の場合は、代表者●●　外○名と

し、別紙に請願者全員が押印した署名を添える。

（本　　　　文）

○○○に関する請願（陳情）書

請願（陳情）趣旨

請願（陳情）理由

見　本
| お知らせ || お知らせ |
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議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
す　

／　

傍
聴
案
内

議会を身近に！議員と語ろう！議会を身近に！議員と語ろう！

議会を傍聴してみませんか

皆様のご参加をお待ちしております！

本会議　３月、６月、９月、12 月の４回

場　所　鉾田市議会議場（鉾田市役所３階）

開　会　午前 10 時

受　付　鉾田市役所３階　議会事務局前〈事前の申込不要〉

本会議は原則どなたでも傍聴することができます。（児童及び乳児は議長の許可によ

る。）ぜひ傍聴にお越しください。

議場では、予算や施策など市の重要な審議が行われています。

日　時　令和２年２月22日（土）14：00～（２時間程度）

場　所　鉾田市福祉事務所　２階会議室（鉾田市役所敷地内）

対象者　どなたでも参加いただけます〈事前の参加申込不要〉

内　容　第１部　議会活動報告

　　　　　　　　各常任委員会所管事務報告

　　　　　　　　報告テーマ  

　　　　　　　　　総務企画常任委員会『飯名地区市有地の利活用について』

　　　　　　　　　経済建設常任委員会『身近な生活道路の整備について』

　　　　　　　　　厚生文教常任委員会『子育て支援と拠点施設について』

　　　　第２部　議会活動に関する市民との意見交換会（※参加人数によっては分科会形式）

『令和元年度　議会報告会及び市民との意見交換会』開催

議場内のルール厳守にご協力を

私語や拍手、高笑い

禁止議場内は静粛に

携帯の使用禁止

マナーモードに

議場内飲食禁止 庁舎内禁煙

| お知らせ || お知らせ |
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日 月 火 水 木 金 土
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8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

※日程は変更になる場合があります。

令和元年第３回定例会延傍聴者数 133名

議会映像配信視聴数 347アクセス
 （令和元年12月５日〜令和２年１月14日）

令和２年第１回定例会（３月）定例会の予定

　12 月 17 日に一般質問を傍聴しました。

　４名の議員の質問を聞いて感じたのは、台

風などの災害においての避難の仕方や、避難

所の備品などの質問があり、８年前の東日本

大震災の時や、先日の避難勧告の出た時を思

い出しながら聞いていて、避難する時の普段

からの準備や心がけが大切であると感じたと

同時に、行政から市民に対する周知にしても、

さらなる工夫が必要と感じました。

　これからも市民の負託に答えて、より良い

市議会であるように頑張って頂きたいです。

二重作区長

小 堀 　 正 夫

次回の定例会は

３月３日（火）～
開会は 午前 10 時です

事前の予約は不要ですので、市役所３階議会事務局

前にお越しいただき、傍聴の受付をしてください。

議会を傍聴してみませんか！議会を傍聴してみませんか！

本会議
（開会）

本会議
（閉会）

本会議本会議
各常任
委員会

一般質問

予算特別
委員会

予算特別
委員会

予算特別
委員会

会派代表質問
一般質問

一般質問

編 集 後 記編 集 後 記

　令和初の新春謹んでお慶び申し上げます。市民

の皆様のご健康とご多幸、そして平和な災害のな

い一年であること、心よりお祈り申し上げます。

　昨年は茨城国体で大いに盛り上がり、今年

は、東京 2020 オリンピック・パラリンピッ

ク開催。大いなる平和の祭典を楽しみにした

いと思います。

　令和元年第３回定例会は、提出議案すべて

が可決。一般質問は 11 人の力のある質問が

交わされました。

　紙面では、「ここが聞きたい！一般質問」な

ど分かりやすい広報に取り組んでおりますが

いかがですか。今後も【開かれた議会】を目

指し広報活動に取り組んでまいります。

　２月 22 日に議会報告会及び市民との意見

交換会を開催します。多くの皆様のご参加を

お待ちしております。 （根嵜 眞  記） 

　　　委 員 長　　水上　美智子

　　　副委員長　　鬼澤　治男

　　　委　　員　　根嵜　眞　　　髙埜　栄治

　　　　　　　　　羽成　洋一　　土子　勝也

傍 聴 者 声の

編
集
委
員

成人式は新成人が企画します
～新成人と来年の新成人で構成される成人式実行委員会～


